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 事業概要 

本研究では, 非構造格子の CFD コードで剥離を伴う非定常流体現象を解析するため, 実用的な問題
に対して解析を実施し, 課題を抽出することを目的とする. 

 
 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

様々な非定常解析の検証を実施する上で, 解析時間を短縮するために JSS2 が必要不可欠である. 
 

 今年度の成果 

前縁剥離渦を生じるデルタ翼周りの流れを FaSTAR で定常及び非定常解析し , 実験データ
(Chu&Lucking, NASA-TM-4645, 1996)で検証した. 計算結果の一例として, マッハ数 M=0.85, レイ
ノルズ数 Re=6×10^6, 迎角 α=20.6°で定常計算した結果を示す(図 1). 前縁剥離渦によって生じた
圧力の変化を精度よく再現できることを確認した. 
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